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消防団を活用した
地域防災力向上の
可能性

兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 教授 青田  良介

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
に
よ
り
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
団
員
確
保
の
困
難
化
や
活
動
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
、
気
候
危
機
を
要
因
と

す
る
自
然
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
力
を
い
か
に

維
持
・
強
化
し
て
い
く
か
が
、各
自
治
体
に
共
通
す
る
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
減
災
復
興
政
策
研
究
科
の
青
田
良
介
教
授
よ

り
、
地
域
防
災
力
の
中
核
を
担
う
存
在
と
し
て
、
今
後
の
消
防
団
に
求
め
ら
れ
る
役

割
や
在
り
方
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
む
半
島
を
震
度
７
の

巨
大
地
震
が
襲
っ
た
。
内
閣
府
⑴
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
５
年
10
月
15
日
時
点
の
被
害

概
要
は
、
石
川
県
を
中
心
に
死
者
６
７
２

人
（
う
ち
災
害
関
連
死
４
４
４
人
）、
行

方
不
明
者
２
人
、
負
傷
者
１
，４
０
５
人
、

住
家
被
害
１
６
５
，３
７
６
棟
（
う
ち
全

壊
６
，５
３
６
棟
、
半
壊
２
３
，６
９
３

棟
）
で
あ
る
。
こ
の
地
震
で
は
、
半
島
の

北
東
部
で
津
波
が
発
生
し
た
ほ
か
、
北
西

部
で
は
80
㎞
以
上
に
わ
た
っ
て
海
底
が
隆

起
す
る
な
ど
地
形
が
変
容
し
た
。
各
地
で

道
路
、
港
湾
等
の
イ
ン
フ
ラ
や
、
電
気
や

上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ

れ
、
復
旧
・
復
興
に
多
大
な
時
間
を
要
し

て
い
る
。
同
年
９
月
に
は
、
豪
雨
水
害
も

発
生
し
、
復
旧
の
遅
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
た
。
仮
設
住
宅
が
全
て
完
成
し
た
の

が
、
地
震
で
は
２
０
２
４
年
12
月
、
豪
雨

で
は
２
０
２
５
年
３
月
と
な
っ
た
。
住
家

等
の
公
費
解
体
は
、
執
筆
時
点
で
は
完
了

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
間
、
人
口
減
少
が
加
速
化
し
て
い

る
。
石
川
県
人
口
統
計
に
よ
れ
ば
、
特
に

被
災
の
大
き
か
っ
た
半
島
６
市
町
（
珠
洲

市
・
輪
島
市
・
能
登
町
・
穴
水
町
・
七
尾
市
・

志
賀
町
）
で
は
、
人
口
規
模
が
１
１
２
，

９
５
１
人
か
ら
１
０
８
，５
１
８
人
へ
と
、

４
千
人
以
上
も
減
少
し
て
い
る
⑵
。

　

こ
れ
は
能
登
半
島
地
震
特
有
の
問
題
と

い
え
る
だ
ろ
う
か
。
人
口
減
少
や
過
疎
化

が
、
首
都
圏
や
一
部
都
市
圏
を
除
き
全
国

各
地
で
進
ん
で
い
る
。
災
害
を
機
に
人
口

減
少
が
深
刻
化
し
た
所
も
多
い
。
三
重
県

に
お
い
て
も
志
摩
半
島
や
紀
伊
半
島
の
よ

う
な
半
島
部
や
過
疎
地
等
が
あ
り
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
と
同
様
の
事
態

に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
の
市
町
村
で

は
、
財
源
や
職
員
数
が
さ
ら
に
縮
小
す
る

な
ど
、
公
助
の
力
が
疲
弊
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
鑑
み
る
に
、
公
助
だ
け
に
依
存
す

る
の
で
は
な
い
、
地
域
を
拠
点
に
し
た
共

助
の
力
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
し
か
し
、
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む

中
で
共
助
の
力
に
も
限
度
が
あ
る
。
そ
の

担
い
手
を
如
何
に
確
保
す
る
か
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

⑴
消
防
団
の
沿
革
と
特
色

　

地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
の
方
策
は

様
々
あ
る
。
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
の

他
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
消
防
団
の
役
割

に
着
目
し
た
い
。
消
防
団
は
地
域
住
民
が

担
う
日
本
特
有
と
も
い
え
る
組
織
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
町
火
消
し
に
端
を
発

し
、
明
治
時
代
に
は
消
防
団
制
度
と
し
て

発
展
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
も
、
消
防
組

織
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
設
置
す
る
消

防
機
関
の
一
つ
と
し
て
法
的
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公

務
員
と
し
て
、
地
方
公
務
員
法
や
地
方
自

治
法
等
で
身
分
が
保
障
さ
れ
、
年
額
報

酬
、
出
勤
報
酬
、
費
用
弁
償
、
公
務
災
害

補
償
、
退
職
報
奨
金
等
の
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
行
政
と
住
民
と
の
協
働
に
よ

る
活
動
と
し
て
、
全
国
各
地
に
配
置
さ
れ

て
お
り
、
地
域
で
の
信
用
力
も
高
い
。

　

一
方
で
、
消
防
団
の
衰
退
が
課
題
と

な
っ
て
久
し
い
。
少
子
化
の
影
響
や
世
相

も
加
わ
り
、
消
防
団
の
新
た
な
成
り
手
が

見
つ
か
り
に
く
く
、
団
員
の
高
齢
化
や

人
員
規
模
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
中
核
的
存
在
と

し
て
地
域
防
災
力
の
向
上
や
地
域
の
振
興

に
寄
与
す
る
団
体
も
あ
る
。
機
能
別
消
防

団
を
活
用
す
る
な
ど
、
消
防
団
活
動
を
柔

軟
に
運
用
す
る
動
き
も
あ
る
。
組
織
が
担

保
さ
れ
て
お
り
、
信
用
力
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で

き
れ
ば
、
地
域
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、

防
災
力
向
上
に
資
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
２
０
２
３
～

２
０
２
４
年
度
に
か
け
て
、
兵
庫
県
福
崎

町
で
実
施
し
た
「
福
崎
町
消
防
団
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
で
の
検
討
内
容
等
を
参
考

に
、
消
防
団
が
抱
え
る
課
題
も
含
め
、
そ

の
可
能
性
を
探
究
す
る
。

⑵
公
助
と
共
助
を
つ
な
ぐ
消
防
団
の
位
置
づ
け

　

表
１
に
常
備
消
防
（
消
防
署
等
）・
消

防
団
・
自
主
防
災
組
織
の
特
色
を
比
較
す
る
。

１
．
本
稿
の
意
義
及
び
特
色

１
．
本
稿
の
意
義
及
び
特
色

２
．
消
防
団
の
特
色

２
．
消
防
団
の
特
色

（一財）
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現
在
の
福
崎
町
消
防
団
は
、
１
９
６
２

年
に
発
足
し
た
も
の
で
、
１
本
部
、
３
支

部
（
東
部
・
中
部
・
西
部
）
32
分
団
か
ら

な
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
集
落
に
分
団
を
配
し

て
い
る
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
主
体
的
な
郷
土
愛

に
基
づ
き
、
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
団
員

定
数
、
実
員
数
と
も
に
６
０
０
人
の
体
制

を
維
持
し
て
き
た
。
他
に
、
機
能
別
消
防

団
が
34
名
い
る
。
団
員
の
平
均
年
齢
が
33

歳
と
、
全
国
平
均
に
比
べ
比
較
的
若
い
年

代
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

表
２
に
、
２
０
２
３
年
度
・
２
０
２
４

年
度
の
火
災
・
警
戒
出
動
回
数
、
訓
練
出

動
回
数
を
示
す
。
本
来
の
災
害
対
応
は
も

と
よ
り
、
訓
練
や
住
民
の
啓
発
活
動
等
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

消
防
団
は
、
形
式
上
、
公
的
機
関
と
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
の
、
本
来
の
公
務
員
で

な
い
住
民
が
公
的
活
動
を
行
う
ユ
ニ
ー
ク

な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
団
員
の
身
分
を

保
障
し
、
対
価
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
公

助
力
を
補
っ
て
き
た
。
専
門
職（
消
防
職
）

で
あ
る
公
務
員
が
対
応
す
る
「
常
備
消
防

組
織
（
公
助
の
担
い
手
）」
と
住
民
自
身

の
防
災
活
動
に
よ
る「
自
主
防
災
組
織（
共

助
の
担
い
手
）」
と
の
中
間
に
位
置
す
る

と
も
言
え
る
。
住
民
の
自
発
的
意
思
を
前

提
に
、
地
域
に
根
差
し
た
共
助
の
活
動
を

公
的
枠
組
み
で
保
障
し
た
地
域
防
災
の
担

い
手
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
福
崎
町
消
防
団

１
）
概
要

　

兵
庫
県
福
崎
町
は
県
の
中
央
部
に
位
置

し
、
県
を
東
西
に
縦
断
す
る
中
国
縦
貫
自

動
車
道
と
、
県
北
部
と
南
部
を
つ
な
ぐ
播

但
連
絡
道
路
と
の
結
節
点
に
あ
る
。
古
く

か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
、
中
央
部

を
市
川
が
流
れ
て
い
る
。
雨
の
少
な
い
地

域
で
た
め
池
を
多
く
有
す
る
。
山
崎
断
層

帯
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定

範
囲
内
に
あ
る
。

　

町
の
面
積
は
４
５
・
７
９
㎢
、
人
口
は

１
８
，６
７
９
人
で
あ
る（
２
０
２
５
．９
．

１
時
点
）。
２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
に

よ
る
人
口
は
１
９
，３
７
７
人
で
あ
っ
た

の
が
、
２
０
０
５
年
の
２
０
，６
６
９
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
町
独
自

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
40
年
後
の
２
０
４
７

年
に
は
１
３
，５
０
０
人
程
度
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
（
２
０
２
５
．
６
福
崎

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）。

　

消
火
作
業
の
早
さ
や
正
確
さ
を
競
う
消

防
操
法
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
兵
庫
県
大

会
で
７
度
優
勝
し
、
う
ち
、
全
国
大
会
で

優
勝
１
回
、
準
優
勝
３
回
の
成
績
を
収
め

る
な
ど
、
数
多
く
の
功
績
を
収
め
て
き
た
。

２
）
地
域
貢
献
活
動

　

地
域
貢
献
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

る
。
多
く
の
団
員
が
児
童
の
保
護
者
で
も

あ
り
、
子
供
た
ち
に
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
消
防
団
を

身
近
に
感
じ
、
将
来
、
入
団
す
る
動
機
や
、

地
域
へ
の
愛
着
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

主
な
取
組
み
を
例
示
す
る
。

①
小
学
校
で
の
合
同
防
災
訓
練

　
（
９
月
頃
：
年
数
回
）

　

�　

福
崎
町
立
田
原
小
学
校
に
お
い
て
、

同
校
が
主
催
す
る
避
難
訓
練
終
了
後

に
、
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練
や
講

話
、
児
童
に
よ
る
放
水
体
験
、
消
防
車

両
の
見
学
等
を
行
う
。
他
の
小
学
校
で

も
同
様
の
合
同
防
災
訓
練
を
す
る
機
会

が
増
え
て
き
た
。
普
段
の
学
校
防
災
教

育
に
も
役
立
つ
よ
う
、
団
員
が
撮
影
し

た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
映
像
も
提
供
し
て

い
る
。

②
消
防
団
見
学
（
10
月
頃
：
年
１
回
）

　

�　

小
学
３
年
生
の
教
科
書
に
消
防
団
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
同

学
年
を
対
象
に
近
隣
に
あ
る
分
団
の
ポ

ン
プ
場
に
案
内
し
、
消
防
団
員
や
自
治

会
役
員
（
消
防
団
Ｏ
Ｂ
）
が
、
消
防
団

の
役
割
や
意
義
、
体
験
談
を
ク
イ
ズ
形

式
も
交
え
な
が
ら
講
話
す
る
。
消
防
車

両
、
資
機
材
、
装
備
品
に
も
触
れ
て
も

ら
う
他
、
放
水
体
験
も
行
う
。

　

③
心
肺
蘇
生
講
習
会
（
年
10
回
）

　

�　

も
と
も
と
自
治
会
役
員
を
対
象
と
し

て
い
た
も
の
を
拡
大
し
、
小
学
校
（
３

表１：常備消防・消防団・自主防災組織の違い
常備消防 消防団 自主防災組織

任　務
国民の生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、火災又は地震等の災害を
防除し、及びこれらの災害による被害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送
を適切に行う

「自分たちの地域は自分たちで守る」と
いう連帯感に基づき、災害による被害を
最小限に抑えるための活動を行う

設置主体 市町村 市町村 地域住民グループ

組　織 消防組織法に基づく公的な組織 地域住民の自主的な取組により設立され
た任意の組織

構成員 常勤の消防職員 地域住民 地域住民
身　分 常勤の公務員 非常勤の特別職公務員 ボランティア

主な活動 消火活動、救急業務、救助活動、火災予防・
警戒、大規模災害対応、危険物規制等

消火活動、救助・救出、警戒巡視、避難
誘導、災害防御、防火指導・啓発活動・
高齢者訪問等

初期消火、避難誘導、救出・救護、情報
収集伝達、給食給水、災害危険箇所等の
巡視、防災訓練、啓発、資機材購入等

給与・報酬等 給与等 年額報酬、出動手当等 原則無償

装備・資機材 消防車・救急車等（高度な装備） 消防ポンプ車、防火服、無線機等（公費
支給）

担架、消火器、簡易資機材等（補助金・
住民負担）

（関連法や総務省・消防庁ホームページ等を参考に著者作成）

表２：福崎町消防団の活動実績
2023年度 2024年度

火災・警戒出動回数

火災 16 13

風水害 １ ２

特別警戒 ４ ２

行方不明者捜索 ２ ２

訓練出動

広報・指導 ５ ４

演習・訓練（学校訓練を含む） 18 22

その他（祭り警備等） ３ ２

（福崎町資料を参考に著者作成）

３
．
３
．��

兵
庫
県
福
崎
町
に
お
け
る

兵
庫
県
福
崎
町
に
お
け
る

消
防
団
の
活
性
化
検
討

消
防
団
の
活
性
化
検
討
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校
）
の
５
・
６
年
生
、
保
護
者
、
子
ど

も
園
職
員
（
５
校
）
を
対
象
に
、
応
急

手
当
指
導
員
の
資
格
を
有
す
る
消
防
団

員
が
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

の
使
い
方
を
指
導
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
２
０
２
２

年
度
に
は
第
27
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞

消
防
庁
長
官
賞
と
消
防
功
労
者
消
防
庁
長

官
表
彰
（
竿
頭
綬
）
を
、
２
０
２
３
年
度

に
は
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

（
防
災
思
想
の
普
及
）
を
、
２
０
２
４
年

度
に
は
消
防
団
地
域
貢
献
表
彰
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

消
防
団
の
団
員
は
地
域
の
お
祭
り
等
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

る
。
同
町
の
自
主
防
災
組
織
は
自
治
会
が

そ
の
役
割
を
兼
ね
て
い
る
。
役
員
の
大
半

が
消
防
団
Ｏ
Ｂ
で
、
地
域
の
防
災
活
動
を

担
う
。
消
防
団
関
係
者
が
地
域
の
防
災
活

動
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

３
）
課
題

　

そ
の
福
崎
町
に
お
い
て
も
、
消
防
団
員

の
中
核
を
担
う
20
～
49
歳
の
団
員
が
減
少

傾
向
に
あ
る
。
多
く
の
団
員
が
隣
接
す
る

姫
路
市
（
中
核
市
）
に
通
勤
し
て
お
り
、

職
住
分
離
が
進
む
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ

の
意
識
が
希
薄
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

入
団
を
敬
遠
す
る
若
年
層
が
増
加
し
て
い

る
。
入
団
登
録
し
て
も
、
活
動
に
参
加
し

な
い
い
わ
ゆ
る
「
幽
霊
団
員
」
も
い
る
。

過
疎
化
が
進
む
山
間
部
の
分
団
で
は
、
40

代
後
半
で
引
退
し
て
い
た
団
員
が
、
現
役

を
続
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
陥
っ
て

い
る
。
ま
た
、
女
性
の
団
員
が
少
な
い
問

題
も
あ
る
。

４
）�

福
崎
町
消
防
団
の
あ
り
方
委
員
会
の

設
置
⑶

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
同
町
で
は
、

る
。
他
方
、
訓
練
を
維
持
す
る
上
で
、
分

団
に
よ
っ
て
、「
人
数
が
集
ま
ら
ず
、
ま

と
も
な
練
習
が
で
き
な
い
」「
大
会
へ
の

参
加
が
厳
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
多
く

出
て
い
る
。
若
い
団
員
の
確
保
が
困
難
な

た
め
、
年
配
の
団
員
が
選
手
と
し
て
毎
年

出
場
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
も
踏
ま
え
、
操
法
大
会

へ
の
訓
練
を
減
ら
す
も
の
で
は
な
い
が
、

今
後
の
大
会
参
加
の
あ
り
方
、
運
営
方

法
、
若
い
人
材
の
意
欲
向
上
、
指
導
方
法

等
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

②
消
防
団
の
定
員

　

委
員
会
で
は
、
人
口
減
少
と
い
う
重
い

課
題
を
抱
え
る
一
方
で
、
大
半
の
委
員
か

ら
、「
６
０
０
人
体
制
で
あ
る
が
故
、
機

動
力
が
発
揮
で
き
る
」「
定
員
数
が
減
る

と
消
防
力
が
低
下
す
る
」「
消
防
団
員
が

減
る
と
、
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も

影
響
を
与
え
、
地
域
の
活
力
が
低
下
す
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
相
次

い
だ
。

　

著
者
自
身
も
、
何
回
か
協
議
を
重
ね
る

中
で
、
福
崎
町
消
防
団
の
活
力
の
秘
訣

が
、
団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
こ

と
に
気
付
い
た
。
そ
の
た
め
、
当
面
は

６
０
０
人
体
制
を
維
持
す
る
も
の
の
、
す

で
に
限
界
を
迎
え
て
い
る
山
間
部
の
分
団

に
お
い
て
は
、
各
支
部
内
の
現
有
団
員
数

を
変
え
な
い
範
囲
で
分
団
の
見
直
し
が
で

き
る
と
し
た
。
同
時
に
、
将
来
的
に
は
、

10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え
た
定
員
数
の

削
減
及
び
消
防
力
を
補
完
す
る
対
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
特
定
の
任
務
に
従
事

す
る
機
能
別
団
員
の
確
保
が
重
要
と
思
わ

れ
る
。
機
能
別
消
防
団
は
、
仕
事
や
家
族

の
都
合
等
で
全
て
の
活
動
に
参
加
で
き
な

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
２
０
２
５
年
２
月

に
か
け
て
、「
福
崎
町
消
防
団
の
あ
り
方

委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
著
者
は
そ
の
委

員
長
と
し
て
、
２
０
２
５
年
５
月
に
答
申

を
行
っ
た
。
委
員
の
大
半
は
現
役
ま
た
は

Ｏ
Ｂ
の
消
防
団
員
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
団

結
力
の
強
さ
や
町
を
守
る
誇
り
が
感
じ
ら

れ
た
。
10
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
念
頭

に
、
消
防
団
の
現
状
と
課
題
に
触
れ
な
が

ら
も
、
最
初
か
ら
縮
小
あ
り
き
で
は
な

く
、
で
き
る
と
こ
ろ
は
伸
ば
す
、
団
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が
ら
、
消

防
団
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
町
の
貴
重

な
資
源
と
認
識
し
、
ひ
い
て
は
町
全
体
の

安
全
・
安
心
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
、
協
議
を
進
め
た
。

　

全
６
回
開
催
す
る
中
で
、
全
団
員
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
、

現
状
や
課
題
、
将
来
展
望
等
に
対
す
る
意

向
を
拾
っ
た
（
６
０
０
人
中
２
２
５
人
が

回
答
、
回
答
率
37
・
５
％
）。
そ
れ
も
踏

ま
え
、
処
遇
改
善
、
装
備
や
資
機
材
の
整

備
、
訓
練
等
の
活
動
、
定
員
、
常
備
消
防

（
消
防
署
）
と
の
連
携
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
中
心
に
協
議
を
重
ね
た
。
特
に
、
議

論
の
的
と
な
っ
た
の
は
、
訓
練
等
に
係
る

活
動
、
定
員
数
、
地
域
と
の
関
わ
り
で
あ

り
、
以
下
に
概
要
を
示
す
。

①
訓
練
等
の
活
動

　

消
火
活
動
に
関
す
る
も
の
（
非
常
呼
集

訓
練
、
支
部
中
継
訓
練
、
消
防
操
法
大

会
）、
水
防
活
動
に
関
す
る
も
の
（
水
防

訓
練
、
水
防
講
習
）
の
中
で
、
特
に
、
操

法
訓
練
の
あ
り
方
が
議
論
と
な
っ
た
。
こ

の
訓
練
は
、
団
員
の
ス
キ
ル
と
意
識
を
向

上
さ
せ
、
初
期
消
火
の
た
め
の
迅
速
で
高

度
な
技
術
や
能
力
を
習
得
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
が
、
国
や
県
の

大
会
で
の
優
秀
な
成
績
に
つ
な
が
っ
て
い

く
て
も
、
自
身
の
能
力
等
に
応
じ
て
参
加

で
き
る
。（
水
上
）
バ
イ
ク
隊
、
ド
ロ
ー

ン
隊
、
火
災
予
防
・
広
報
団
員
等
様
々
で

あ
る
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、
女
性
や
若
年

層
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

福
崎
町
の
場
合
、
女
性
消
防
団
員
は
４

名
し
か
い
な
い
。
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

を
生
か
す
こ
と
で
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
等

消
防
団
の
新
た
な
発
展
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
の
だ
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
現

団
員
自
体
が
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
み
か
ね
て

い
る
の
が
窺
え
た
。
女
性
団
員
を
登
用
し

た
先
進
事
例
は
各
地
に
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
を
参
考
に
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　

若
い
世
代
の
団
員
の
加
入
促
進
に
つ
い

て
は
、
関
係
人
口
の
視
点
も
踏
ま
え
、
事

業
所
に
勤
務
す
る
人
材
や
大
学
生
等
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
機
能
別
団
員
を
増
や
す
こ

と
で
、対
処
で
き
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
等
若
い
世

代
が
活
躍
で
き
る
分
野
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
事
業
所
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ

り
、
緊
急
時
に
は
勤
務
時
間
の
扱
い
な
ど

で
柔
軟
な
対
応
を
と
れ
る
協
力
体
制
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　

委
員
か
ら
は
、
女
性
や
若
年
層
の
団
員

が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
団
に
所
属
す
る
一

方
、
彼
ら
だ
け
の
横
断
的
な
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
て
は
ど
う
か
と
の
案
が
出
た
。
そ

こ
で
は
、
女
性
や
若
年
層
が
主
体
的
に
行

動
す
る
、
想
い
を
共
有
す
る
、
先
般
団
員

が
相
談
に
応
じ
た
り
、
協
議
の
場
を
設
け

た
り
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ク
リ
ア

す
る
べ
き
課
題
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
消
防

団
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
を
打
開
す
る

方
策
と
期
待
し
た
い
。

③
地
域
と
の
関
わ
り
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兵庫県職員として阪神・淡路大震災を経験。アジア地域との防災協
力も推進。大学教員に転身後は、防災ガバナンス（自助・共助・公助の連携）、被
災者支援政策、自治体の防災力強化、学校防災教育、海外との防災協力等の教育
研究に取り組む。近年は、介護施設、特別支援学校、中小企業のＢＣＰ等にも従事。
能登町災害対応ワーキンググループ委員、尼崎市総合計画審議会委員、芦屋市新
型インフルエンザ等対策行動計画有識者会議委員、福崎町消防団あり方検討委員
会委員長、兵庫県教育委員会学校防災アドバイザー等
著書：災害に立ち向かうひとづくり、減災復興学（阪神・淡路大震災から 30年を迎
えて）、ポストコロナの自治体危機管理等

プロフィール
兵庫県立大学大学院　減災復興政策研究科

教授 青 田  良 介

　

消
防
団
は
、
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る

た
め
だ
け
で
な
く
、
お
祭
り
等
の
行
事
に

お
い
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
地
域

活
性
化
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
緊
急
時

に
対
処
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

以
下
の
よ
う
な
地
域
活
動
を
促
進
で
き
そ

う
で
あ
る
。
女
性
や
若
年
層
の
活
躍
も
期

待
し
た
い
。

（
例
）

　

・�

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
も
参
加
し

や
す
い
防
災
訓
練
や
防
災
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
。

　

・�

町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
防
災
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

　

・�

大
学
の
学
園
祭
等
で
、
消
防
団
に
よ

る
消
防
操
法
を
披
露
し
た
り
、
機
械

器
具
の
取
り
扱
い
講
習
を
実
施
す
る

こ
と
を
と
お
し
て
、
消
防
団
活
動
を

Ｐ
Ｒ
す
る
。

　

・�

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
防
災
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
た
り
、
消
防
車
両
の
展

示
を
行
う
（
乗
車
、
サ
イ
レ
ン
警

鐘
）。

　

・�

小
・
中
学
校
と
の
合
同
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
。

　

・�

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を
促

進
す
る
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
に
あ

た
っ
て
、
災
害
直
後
の
対
応
だ
け
に
重
き

を
置
く
の
は
不
十
分
で
あ
る
。
災
害
前
の

備
え
や
軽
減
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

災
害
後
は
、
応
急
対
応
か
ら
復
旧
・
復
興

へ
と
連
続
的
に
進
む
方
が
効
果
的
で
あ
ろ

う
。
消
防
団
の
役
割
で
は
、
伝
統
的
に
消

別
消
防
団
は
、
必
ず
し
も
、
地
域
住
民
と

い
う
住
民
籍
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
い
た

め
、
そ
の
拡
充
が
関
係
人
口
の
獲
得
に
つ

な
が
っ
た
り
、
予
備
軍
と
し
て
、
将
来
の

消
防
団
へ
の
参
加
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
体
制
と
し
て
の
消
防
団
の
強

み
は
、
身
分
の
保
障
や
、
給
与
や
費
用
弁

償
等
の
財
源
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
機
能
別
消
防

団
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
防
災

組
織
と
あ
え
て
区
別
せ
ず
、
共
助
の
役
割

を
よ
り
保
障
、
強
化
し
て
は
ど
う
か
。
そ

の
た
め
に
は
関
連
す
る
法
体
系
の
変
更
を

伴
う
こ
と
と
な
る
が
、
実
態
に
あ
わ
せ
て

仕
組
み
を
再
構
築
す
る
努
力
も
必
要
と
思

わ
れ
る
。

　

上
記
の
ア
イ
デ
ア
は
全
国
全
て
の
消
防

団
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
発
展
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
先
に

進
み
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
他
の
地
域
が
続

く
発
想
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
消
防
団
が
有

す
る
社
会
的
信
用
力
、
身
分
、
補
償
、
対

価
等
を
活
用
し
、
共
助
の
延
長
と
し
て
、

狭
義
の
災
害
対
応
の
み
な
ら
ず
、
防
災
サ

イ
ク
ル
全
般
の
中
で
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
し
よ
う
と
い
っ
た
考
え
方

で
あ
る
。
消
防
団
を
地
域
の
貴
重
な
資
源

と
と
ら
え
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え

た
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
注
）

⑴　

�

内
閣
府
（
非
常
災
害
対
策
本
部
）「
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に

つ
い
て
（
２
０
２
５
．
１
０
．
１
時
点
）」、

　
　

�（https://w
w
w
.bousai.go.jp/updates/

r60101notojishin/r60101notojishin/

火
活
動
に
主
眼
が
置
か
れ
た
が
、
時
代
と

と
も
に
、
防
災
全
般
に
拡
大
し
つ
つ
あ

る
。
消
防
団
の
あ
り
方
の
過
渡
期
を
迎
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
消
防
団
に
は
以
下
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
平
時
の
例
）

　

�　
「
防
災
知
識
の
普
及
」「
地
域
の
災
害

危
険
個
所
の
普
及
」「
防
災
訓
練
の
実

施
」「
火
気
使
用
設
備
器
具
等
の
点
検
」

「
防
災
資
機
材
の
整
理
・
点
検
」

（
災
害
発
生
時
の
例
）

　

�　
「
災
害
情
報
の
収
集
、
住
民
へ
の
迅

速
な
伝
達
」「
出
火
防
止
と
初
期
消
火
」

「
避
難
誘
導
」「
被
災
住
民
の
救
出
・
救

護
」「
給
食
・
給
水
」

　

こ
れ
ら
を
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
比

較
し
た
場
合
、
体
力
的
な
違
い
こ
そ
あ
る

も
の
の
、
必
ず
し
も
別
物
と
は
い
え
な

い
。
形
式
上
、
消
防
団
の
活
動
が
公
助
の

補
完
に
あ
る
の
に
対
し
、
自
主
防
災
組
織

は
専
ら
共
助
の
活
動
と
さ
れ
る
も
の
の
、

担
い
手
が
同
じ
住
民
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
が
な
い
。
実
際
、
福
崎
町
で
は
、
自

主
防
災
組
織
は
消
防
団
Ｏ
Ｂ
が
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
能
別
消

防
団
の
役
割
を
考
慮
す
れ
ば
、
自
主
防
災

組
織
と
の
距
離
は
ま
す
ま
す
縮
ま
る
と
も

言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
兵
庫
県
福
崎
町

の
例
か
ら
も
、
消
防
団
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
が

地
域
防
災
力
の
中
核
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
団
員
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
家
庭
生
活
と
の

両
立
を
図
り
、
女
性
が
加
入
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、
従
来
の
消
防
団

を
時
代
の
趨
勢
に
合
わ
せ
た
組
織
に
発
展

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
機
能

pdf/r60101notojishin_59.pdf　

令
和
７

年
12
月
12
日
閲
覧
）

⑵　

�

石
川
県
（
い
し
か
わ
統
計
指
標
ラ
ン

ド
）
を
基
に
、
６
市
町
の
人
口
に
つ
い

て
、
２
０
２
５
年
11
月
１
日
現
在
と
、

２
０
２
４
年
12
月
１
日
の
人
口
と
を
比
較

し
た
も
の
。

　
　

�（https://toukei.pref.ishikaw
a.lg.jp/

search/detail.asp?d_id=5047　

令
和
７

年
12
月
12
日
閲
覧
）

⑶　

�「
今
後
の
福
崎
町
消
防
団
の
在
り
方
に
つ
い

て
（
答
申
）」
福
崎
町
消
防
団
の
あ
り
方
検

討
委
員
会 

委
員
長 

青
田
良
介
、
２
０
２
５

年
５
月
８
日

４
．
考　
察

４
．
考　
察


